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このページは表紙です。 

エッセイのテーマ 
生活保護制度での医療扶助が過剰診療の原因になる可能性と、その対策につ

いて論じなさい。その際、以下の内容を含むこと。 
（1）医療扶助の仕組みを公的医療保険の患者一部負担と比較する。また、医
療扶助による患者負担を公的医療保険と違う仕組みとする意図を説明する。 
（2）過剰診療が生じる理由を、モラルハザードに基づいて説明する。まずモ
ラルハザードの意味を説明し、それが医療扶助でどのように働くかを説明す
る。また、医療サービスの需要曲線を示す図を用いる。 
（3）モラルハザードによる過剰診療への対策を論じる。考えられる対策のデ
メリットも指摘する。 

作成にあたっての注意事項 
1. フォントサイズ 11pt の日本語で 1600 字以内、かつ表紙を含めないで本様式２枚

におさめること（図表を含む）。なお、図表内の文字（日本語または英語）は字
数に含まれない。 
 

2. 参考文献から引用する場合は出典を脚注あるいは割注で明記すること。これらは
字数に含まれる。なお、引用した場合に参考文献リストを別途用意する必要はな
いが、参考文献リストを別途用意する場合には字数に含まれる。 
 

3. 必ず本様式を使用し、課されたエッセイのテーマに従って作成すること。 
 

4. 下記の該当欄に「志望コース名」、「氏名」を記入すること。 
 

5. 次ページ以降の枠内にエッセイを記入し、エッセイ本文には、枠内に設定してあ
る通り下線を付すこと。 
 

6. 必ず上記の指示に従って作成すること。指示通りに作成されていない場合は不備
書類として扱うので十分に注意すること。 

 

志望コース名 志望コース名を選択 氏名 入力してください。 
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